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適期 と|ま ずれた季節における土っき苗水の植栽 1=つ 1)て

論 ―シ,(Jじ毎直土林畔場鎌糞場)

これまでの直島夕報 成の試み|ま ′造風技術的な大苗～若木Z植栽する方式が主

,たでぁったバ'′ それうの成績はた好と|ま 1)ん γ`,状アである。その原因として′晩秋

～初ふの准イ寸けと′ ぃうじうしt′ 歳系の切請めとパあげ
.う

れる。

甘水のラ自寸けの1出調は′裸れ方式の場合に′早春ユ豫 られる。休1発γ開葉初期のノ
雪解け直後が壺晏朝事のである。 この′二かの季節で感′夏准え′秋旭え′初ふ腫えびど

があるパ′示植えI,比較すぅと′首木の初縁
'～

輸進～旭イ寸|ナ の時間的ク制約バ大き
t)し , 夕雪スリ裁て“あフて′二朝彰断静パにとんど'夕 いことバ前提条′牛と夕ろ.こ のこと
|ま ′准1種矛lた ,表 一土

`t示
される。

表 -1 樹木の生長暦と苗木 (裸根)植付けの適期 (北海遭中央部 )
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下キがt)す じうし(ア ンバランスに字フて
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これうを3鰭するためには′ナし
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図-1 これまでの若木植付け (造園方式)と その小さすきる根鉢
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図-2 十 分 な 土 ・ 根 系 を も つ コ ンテ ナ植 付 け (生 きも の 工 法 )

きる――これが土木工法 にマツチじ

た
r■

きもの工法」である.

欧米講日でIま ′裸薇苗水の施付け

よう′上つき苗木 ζ緯ット・コンテ

す方式 )の種イi17バ盛んどプつてt'
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図-2の コンァナ種イ寸:す方式 1ま ′筆オパ様 すらものである。たとえば'′ 曇 高バ

ノン統の大苗左種イ寸けた 'ヽ場合にlま ′力鏡上方のコンテ方Zつ く
'′

 1～数年前に苗

水ι入れてお〈のて'あ る.こ の例で|ま ′水・末春分ι吸収すう細ルの量は十分て"あ ,′

比上汗と支んうに十分′殺系パぁつて′木ん木さんほとんど“不要である.た だし,寒
乾風 対́して′植付け後しば,く の間に防風柵ιl達子とする。

これまて'の 種付け方式は,図 一上のように′淮着パ困難て″あり,着着したとしても

生長パきわめて鈍 (〉 /11向 にあり′じ″ヽも下枝が朽上,やすt).他 方′図-2の よ)/3′

本稿のコンテナ方式|ま ′土木機械の使用どうマッチして,そ全・ア世実てメあ,′ 初期生

長量もえさく′下寂の布上 りも早く柳 .ヽ
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